
(57)【要約】

【課題】ドラム内に配設された発熱部を効率よく確実に

冷却させることができ、装置の小型化、静音化を図った

内視鏡装置を提供する。

【解決手段】柔軟であって細長な内視鏡挿入部２１を外

周面３ａに巻取りまたは外周面３ａから繰り出しできる

回動自在なドラム部３が配設された内視鏡装置１であっ

て、ドラム部３は複数の外壁部により内部に空間３ｉを

有するよう構成され、該ドラム部の外壁部３ｊ，３ｋに

該ドラム部の内部と外部とを連通する貫通孔３ｊｈ，３

ｋｈが少なくとも１つ形成されており、ドラム部３の内

部３ｉに、発熱部３２が配設されており、ドラム部３の

内部３ｉに、発熱部３２と、貫通孔３ｊｈ，３ｋｈとを

連通する空気の通気路６０，６１が設けられていること

を特徴とする。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柔 軟 で あ っ て 細 長 な 内 視 鏡 挿 入 部 を 外 周 面 に 巻 取 り ま た は 外 周 面 か ら 繰 り 出 し で き る 回
動 自 在 な ド ラ ム 部 が 配 設 さ れ た 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 ド ラ ム 部 は 複 数 の 外 壁 部 に よ り 内 部 に 空 間 を 有 す る よ う 構 成 さ れ 、 該 ド ラ ム 部 の 外
壁 部 に 該 ド ラ ム 部 の 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 貫 通 孔 が 少 な く と も １ つ 形 成 さ れ て お り 、
　 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 発 熱 部 が 配 設 さ れ て お り 、
　 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 上 記 発 熱 部 と 、 上 記 貫 通 孔 と を 連 通 す る 空 気 の 通 気 路 が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 内 視 鏡 の 光 源 部 と 、 上 記 内 視 鏡 に 配 設 さ れ た カ メ ラ の コ ン ト ロ ー ル
ユ ニ ッ ト と の 少 な く と も 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま
た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 空 気 の 通 気 路 は 、 管 状 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の
い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 空 気 の 通 気 路 は 、 一 端 が 上 記 貫 通 孔 に お い て 開 口 さ れ 、 他 端 が 上 記 発 熱 部 の 近 傍 に
お い て 開 口 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 空 気 の 通 気 路 は 、 一 端 が 上 記 貫 通 孔 に お い て 開 口 さ れ た 環 状 の 配 管 部 と 、 一 端 が 上
記 環 状 の 配 管 部 の 他 端 に 装 着 さ れ 、 他 端 が 上 記 発 熱 部 近 傍 に お い て 開 口 さ れ て い る 連 結 部
と に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 空 気 の 通 気 路 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 配 設 さ れ た 内 蔵 物 の 配 置 に よ り 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 貫 通 孔 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 該 ド ラ ム 部 の 外 部 か ら 空 気 を 吸 気 す る 吸 気 孔 と 、
上 記 発 熱 部 の 熱 及 び 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 の 雰 囲 気 を 該 ド ラ ム 部 の 外 部 に 排 気 す る 排 気 孔 と
の 、 少 な く と も い ず れ か 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 内
視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 吸 気 孔 に 装 着 さ れ 、 上 記 発 熱 部 を 冷 却 す る フ ァ ン が 配 設 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ ト が 、 上
記 ド ラ ム 部 の 外 部 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 内
視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 ド ラ ム 部 の 上 記 吸 気 孔 の 近 傍 に 、 上 記 発 熱 部 を 冷 却 す る フ ァ ン が 配 設 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 排 気 孔 の 近 傍 に 、 上 記 発 熱 部 の 熱 及 び 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 の 雰 囲 気 を 上 記 ド ラ ム 部
の 外 部 に 排 出 す る フ ァ ン が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に
記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 細 長 な 挿 入 部 を ド ラ ム 部 に 巻 き 付 け る 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 周 知 の よ う に 、 内 視 鏡 は 、 医 療 分 野 及 び 工 業 用 分 野 に お い て 広 く 利 用 さ れ て い る 。 医 療
分 野 に お い て 用 い ら れ る 内 視 鏡 は 、 細 長 い 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 体 腔
内 の 臓 器 を 観 察 し た り 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具 の 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 し た 処 置 具 を 用 い
て 各 種 処 置 を し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 工 業 用 分 野 に お い て 用 い ら れ る 内 視 鏡 は 、 細 長 い 挿 入 部 を ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン 内 や
、 発 電 所 の 配 管 等 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 被 検 部 位 の 傷 及 び 腐 蝕 等 の 観 察 や 各 種 処 置 等
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 よ っ て 、 工 業 用 内 視 鏡 の 挿 入 部 は 、 長 い 配 管 の 内 部 等 が 十 分 に 観 察 で き る よ う 、 医 療 用
の も の と 比 べ 非 常 に 長 く 形 成 さ れ て い る 。 工 業 用 内 視 鏡 の 細 長 の 挿 入 部 は 、 内 視 鏡 検 査 を
行 わ な い 場 合 は 、 内 視 鏡 装 置 の 収 納 ケ ー ス に 配 設 さ れ た 回 動 自 在 な ド ラ ム 部 の 外 周 に 巻 き
付 け ら れ 、 出 来 る だ け コ ン パ ク ト に 内 視 鏡 装 置 に 収 納 、 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 内 視 鏡 装 置 の 収 納 ケ ー ス 内 に 、 上 述 し た ド ラ ム 部 の 他 、 電 源 部 、 挿 入 部 に 照 明 光 を 供 給
す る 光 源 部 、 挿 入 部 先 端 の 撮 像 素 子 に 対 し て 信 号 処 理 を 行 う カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト
（ 以 下 、 Ｃ Ｃ Ｕ と 称 す ） 、 挿 入 部 の 湾 曲 部 を 電 動 湾 曲 さ せ る 駆 動 機 構 を 備 え た 電 動 湾 曲 装
置 、 該 電 動 湾 曲 装 置 を 駆 動 制 御 し て 湾 曲 部 の 湾 曲 状 態 を 制 御 す る 電 動 湾 曲 制 御 回 路 部 、 等
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 光 源 部 、 Ｃ Ｃ Ｕ 、 電 動 湾 曲 装 置 、 電 動 湾 曲 制 御 回 路 部 等 に
、 電 源 部 か ら 電 力 を 供 給 す る 構 成 に な っ て い る 。 ま た 、 収 納 ケ ー ス の 小 型 化 を 図 る た め 、
ド ラ ム 部 内 に 、 光 源 部 、 Ｃ Ｃ Ｕ 等 の 電 気 部 品 を 配 設 す る 技 術 も 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 例 え ば 光 源 部 、 Ｃ Ｃ Ｕ 等 は 、 電 源 が 供 給 さ れ る と 発 熱 す る 。 こ の 際 、 あ る 一
定 の 温 度 以 上 発 熱 す る と 、 光 源 部 が 割 れ た り 、 ド ラ ム 内 の 雰 囲 気 を 過 度 に 熱 し て し ま い 、
他 の ド ラ ム 部 内 に 配 設 さ れ た 部 品 に 熱 が 伝 播 し て し ま い 、 該 部 品 の 故 障 に 繋 が っ た り す る
場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 尚 、 こ の 光 源 部 等 の ド ラ ム 部 内 の 雰 囲 気 を 熱 す る 発 熱 部 は 、 ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 に 配 設
さ れ て い る と は 限 ら な い 。 よ っ て 、 ド ラ ム 部 の 外 周 に 対 す る 内 視 鏡 挿 入 部 の 巻 き 付 け 具 合
に よ り 、 ド ラ ム 部 が 回 動 す る 毎 に 光 源 部 等 の 発 熱 部 の 位 置 も 移 動 す る こ と と な る 。 こ の こ
と か ら 、 ド ラ ム 部 回 動 停 止 後 に 発 熱 部 が 特 定 位 置 に 常 に 位 置 す る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ で は 、 光 源 部 、 Ｃ Ｃ Ｕ 等 を ド ラ ム 部 内 に 配 設 し た こ と に よ り 発 生 し
た 収 納 ケ ー ス 内 の ス ペ ー ス に 、 位 置 が 移 動 し て し ま う 発 熱 部 を 確 実 に 冷 却 す る た め 、 ド ラ
ム 部 の 外 側 か ら ド ラ ム 部 内 の 隅 々 ま で 空 気 を 送 り 込 む 大 風 量 の 大 型 の フ ァ ン を 設 け た 。 ま
た 、 収 納 ケ ー ス に 、 冷 却 の た め の 空 気 を 吸 気 す る た め の 吸 気 部 、 及 び 冷 却 さ れ た 雰 囲 気 を
収 納 ケ ー ス か ら 排 出 す る た め の 排 出 部 を 設 け た 内 視 鏡 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 吸 気 部 か ら 吸 気 し た 空 気 を 大 型 の フ ァ ン を 用 い て ド ラ ム 部 内 の 隅 々
ま で 送 気 し 、 該 ド ラ ム 部 内 か ら 冷 却 に 用 い た 雰 囲 気 を 排 気 部 か ら 収 納 ケ ー ス の 外 部 に 送 気
す る こ と に よ り 、 発 熱 部 の 熱 及 び 発 熱 部 に よ り 熱 さ れ た ド ラ ム 部 内 の 雰 囲 気 を 確 実 に 冷 却
す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ４ ６ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 提 案 さ れ た 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 大 型 フ ァ ン を 用 い る と
、 フ ァ ン を 配 設 す る 収 納 ケ ー ス も 大 型 化 し て し ま う た め 、 内 視 鏡 装 置 自 体 が 大 型 化 し て し
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ま う と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 フ ァ ン を 大 型 化 す る と 、 ケ ー ス 内 で の フ ァ ン の 風 切 り 音 、 及 び フ ァ ン を 駆 動 す る
モ ー タ 音 等 の 騒 音 が 大 き く な り 、 騒 音 対 策 を 別 途 施 す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 お よ び 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ド ラ ム 内 に 配 設 さ
れ た 発 熱 部 を 効 率 よ く 確 実 に 冷 却 さ せ る こ と が で き 、 装 置 の 小 型 化 、 静 音 化 を 図 っ た 内 視
鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 装 置 は 、 柔 軟 で あ っ て 細 長 な 内 視 鏡 挿 入
部 を 外 周 面 に 巻 取 り ま た は 外 周 面 か ら 繰 り 出 し で き る 回 動 自 在 な ド ラ ム 部 が 配 設 さ れ た 内
視 鏡 装 置 で あ っ て 、 上 記 ド ラ ム 部 は 複 数 の 外 壁 部 に よ り 内 部 に 空 間 を 有 す る よ う 構 成 さ れ
、 該 ド ラ ム 部 の 外 壁 部 に 該 ド ラ ム 部 の 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 貫 通 孔 が 少 な く と も １ つ 形
成 さ れ て お り 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 発 熱 部 が 配 設 さ れ て お り 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に
、 上 記 発 熱 部 と 、 上 記 貫 通 孔 部 と を 連 通 す る 空 気 の 通 気 路 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ド ラ ム 内 に 配 設 さ れ た 発 熱 部 を 効 率 よ く 確 実 に 冷 却 さ せ る こ と が で き
、 装 置 の 小 型 化 、 静 音 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 第 １ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 一 部 を 破 い て 示 し た 斜 視 図 、 図 ２
は 、 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の 斜 視 図 、 図 ３ は 、 図 １ ， 図 ２ 中 の ド ラ ム 部 を 装 置 本 体 側 か ら 見 た
部 分 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 装 置 １ は 、 柔 軟 で あ っ て 細 長 の 挿 入 部 ２ １ を 有 す る 工 業 用 の
内 視 鏡 （ 以 下 内 視 鏡 と 称 す ） ２ と 、 収 納 ケ ー ス ８ と に よ り 、 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。 収
納 ケ ー ス ８ は 、 移 動 用 の 車 輪 ９ ９ を 下 部 に 有 す る 箱 体 ８ １ と 、 該 箱 体 ８ １ の 上 部 に 開 閉 自
在 に 接 続 さ れ た 蓋 体 ８ ２ と に よ り 構 成 さ れ 、 未 使 用 の 際 に 内 視 鏡 ２ 等 が 収 納 さ れ る 。 尚 、
内 視 鏡 ２ は 、 医 療 用 内 視 鏡 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 収 納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ １ は 、 内 部 に 収 納 し た 内 視 鏡 ２ に 外 部 か ら 加 わ る 衝 撃 力 を 吸 収 す
る 図 示 し な い 緩 衝 材 等 を 備 え て い る 。 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 箱 体 ８ １ の 側 面 に 、 箱 体
８ １ 内 に 配 設 さ れ た 後 述 す る ド ラ ム 部 ３ の 外 周 面 ３ ａ に 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ １ を 巻 き 取 る
た め の ド ラ ム ハ ン ド ル ４ １ が 取 り 付 け ら れ た ド ラ ム 巻 取 り 蓋 ４ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 ド ラ ム 部 ３ の 後 述 す る 下 面 板 ３ ｋ に 形 成 さ れ た ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ （ い ず れ も
図 １ 参 照 ） に 対 向 す る ド ラ ム 巻 取 り 蓋 ４ ０ の 位 置 に 、 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 該 箱 体 ８
１ の 外 方 に 排 出 す る 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ は 、 ド ラ
ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ と 気 密 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 箱 体 ８ １ の 底 面 に 、 箱 体 ８ １ 内 に 、 空 気
Ａ を 吸 入 す る 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ （ 図 ４ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 箱 体 ８ １ の 上 面 に 、 内 視 鏡 ２ に よ っ て 撮 像 さ れ た 被 検 部 位 の 画 像 を 表 示 す る モ ニ
タ ７ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 箱 体 ８ １ の 内 部 に 、 内 視 鏡 ２ を 収 納 す る 際 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ １ を 外 周 面 ３ ａ に 巻 き
取 る 、 ま た は 内 視 鏡 ２ を 使 用 す る 際 、 挿 入 部 ２ １ を 外 周 面 ３ ａ か ら 繰 り 出 す ド ラ ム 部 ３ 、
装 置 本 体 ４ 等 が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ド ラ ム 部 ３ は 、 外 壁 部 で あ る 上 面 板 ３ ｊ ， 下 面 板 ３ ｋ 及 び 外 周 面 ３ ａ を 有 す る 管 状 部 材
に よ り 構 成 さ れ た フ ラ ン ジ 形 状 を 有 し て い る 。 ま た 、 上 面 板 ３ ｊ に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
箱 体 ８ １ の 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ か ら 吸 入 し た 空 気 Ａ を ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 吸 入 す る 貫 通
孔 で あ る 円 環 状 の ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 該 ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ は 、
ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 後 述 す る 円 環 状 の 空 気 配 管 ６ ０ （ 図 ３ ， 図 ４ 参 照 ） の
一 端 で あ る 上 面 板 ３ ｊ 側 の 開 口 部 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 下 面 板 ３ ｋ の ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 後 述 す る 光 源 部 ３ ２ 、 及 び 箱
体 ８ １ の 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ に 対 向 す る 位 置 に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 を 、 ド ラ ム
部 ３ の 外 部 に 排 出 す る 貫 通 孔 で あ る ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 ド ラ ム 排
気 孔 ３ ｋ ｈ は 、 箱 体 ８ １ の 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ に 気 密 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 装 置 本 体 ４ の 内 部 に 、 図 示 し な い 、 内 視 鏡 装 置 １ の 電 源 ユ ニ ッ ト 、 電 源 分 配 基 板 、 画 像
記 録 ユ ニ ッ ト 基 板 、 各 種 基 板 と ユ ニ ッ ト 間 と を 接 続 す る 接 続 ケ ー ブ ル 等 が 配 設 さ れ て い る
。 さ ら に 、 装 置 本 体 ４ の 下 部 に 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン 等 の 小 型 の フ ァ ン １ ０ １ が 配 設 さ れ た 管
状 を 有 す る 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 発 熱 部 ３ ２ に 対 し 、 空 気 Ａ
を 局 部 的 に 導 く も の で あ り 、 こ の 空 気 Ａ に よ り 発 熱 部 ３ ２ が 冷 却 さ れ る 。 尚 、 ド ラ ム 部 ３
の 内 部 ３ ｉ に 温 度 セ ン サ を 配 設 し 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 が 規 定 し た 温 度 以 上 に な っ た こ
と を 検 出 し た と き 、 フ ァ ン １ ０ １ を 回 転 さ せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 両 端 部 に 開 口 が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 一 端 １ ０ ０ ａ （ 図 ４ 参 照
） は 、 箱 体 ８ １ に 形 成 さ れ た 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ に 気 密 に 接 続 さ れ て お り 、 他 端 １ ０ ０ ｂ （
図 ４ 参 照 ） は 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ に 形 成 さ れ た 円 環 状 の ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ の 一 部
に 気 密 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 箱 体 ８ １ の 内 部 の 構 成 を 、 図 ４ ～ 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 図 １ 中 の 箱 体
の 内 部 に 配 設 さ れ た 部 材 の 構 成 を 示 す 箱 体 の 透 視 斜 視 図 、 図 ５ は 、 図 ４ の 箱 体 の 正 面 図 、
図 ６ は 、 図 ４ 中 の ド ラ ム 部 の 内 部 の 構 成 を 装 置 本 体 と 共 に 示 す 透 視 正 面 図 、 図 ７ は 、 図 ４
中 の ド ラ ム 部 と 装 置 本 体 と の 接 続 例 を 示 し た 断 面 図 、 図 ８ は 、 図 ７ の 部 分 斜 視 図 、 図 ９ は
、 ド ラ ム 部 と 装 置 本 体 と の 他 の 接 続 例 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ の 回 動 中 心 ３ ｓ に 配 設 さ れ た 図 示 し な い 軸
受 け と 、 装 置 本 体 ４ の 一 つ の 側 面 と は 、 回 動 軸 ３ １ を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 装 置 本 体 ４
は 、 回 動 軸 ３ １ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ を 回 動 自 在 に 軸 支 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 回 動 軸 ３ １ は 、 図 ７ ， 図 ８ に 示 す よ う に 、 回 転 リ ン グ ７ １ を 介 し た ベ ア リ ン グ ７ ０
を 用 い た 構 成 に し て も よ い 。 ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ベ ア リ ン グ ７ ０ の み を 用 い た 構 成
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 ４ に 配 設 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 上
面 板 ３ ｊ に 形 成 さ れ た 円 環 状 の ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ の い ず れ か 一 部 に 気 密 に 装 着 さ れ て い
る 。 尚 、 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ と ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ と は 、 該 ド ラ ム 吸 気 孔
３ ｊ ｈ が 円 環 状 を 有 し て い る こ と か ら ド ラ ム 部 ３ が 回 動 し て も 常 時 気 密 を 保 っ た 装 着 状 態
と な っ て い る 。 こ の た め 、 他 端 １ ０ ０ ｂ と ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ と の 装 着 部 か ら 冷 却 ユ ニ ッ
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ト １ ０ ０ か ら 送 気 さ れ た 空 気 Ａ が 漏 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ と 装 置 本 体 ４ の 一 つ の 側 面 と の 間 に 、 図 ５ に 示 す よ う に シ ー ル
材 ９ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 シ ー ル 材 ９ ０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 に よ っ て 発 生 す る 該 ド ラ ム
部 ３ の 回 動 ゆ が み に よ り 、 上 面 板 ３ ｊ に 形 成 さ れ た ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ と 装 置 本 体 ４ に 配
設 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ と の 装 着 部 か ら 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ か ら 送 気
さ れ た 空 気 Ａ が 漏 れ る の を 防 止 す る た め の も の で あ り 、 ゴ ム 等 の 弾 性 体 を 用 い て 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ と 箱 体 ８ １ に 配 設 さ れ た ド ラ ム 巻 取 り 蓋 ４ ０ と の 間 に
も 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 材 ９ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 シ ー ル 材 ９ ０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の
回 動 に よ っ て 発 生 す る 該 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 ゆ が み に よ り 、 下 面 板 ３ ｋ に 形 成 さ れ た ド ラ ム
排 気 孔 ３ ｋ ｈ と 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ と の 間 か ら 雰 囲 気 Ａ ’ が 漏 れ る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ に 戻 っ て 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 発 熱 部 ３ ２ 、 空 気 Ａ の 通 気 路 と な る 配 管 部 で
あ る 空 気 配 管 ６ ０ 及 び 連 結 部 で あ る 連 結 管 ６ １ 、 ド ラ ム 部 ３ を 回 動 さ せ る た め の モ ー タ 、
図 示 し な い 電 気 基 板 等 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 発 熱 部 ３ ２ は 、 例 え ば 電 源 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 発 熱 す る 部 材 に よ り 構 成 さ れ て い
る 。 例 え ば 挿 入 部 ２ １ の 基 端 に 連 結 さ れ る こ と に よ り 、 挿 入 部 ２ １ に 挿 通 さ れ た 図 示 し な
い ラ イ ト カ イ ド の 基 端 面 に 照 明 光 を 供 給 す る ラ ン プ 部 と 点 灯 装 置 （ い ず れ も 図 示 さ れ ず ）
と に よ り 、 主 要 部 が 構 成 さ れ た 光 源 部 、 ま た は 挿 入 部 ２ １ の 先 端 部 に 配 設 さ れ た 、 図 示 し
な い 電 荷 結 合 素 子 型 固 体 撮 像 素 子 等 に 対 す る 信 号 処 理 を 行 う Ｃ Ｃ Ｕ 等 が 挙 げ ら れ る 。 尚 、
以 下 、 発 熱 部 ３ ２ は 、 光 源 部 を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 光 源 部 ３ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 外 周 面 ３ ａ 寄 り で あ っ て 、
下 面 板 ３ ｋ に 形 成 さ れ た ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ に 対 向 す る ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ の 近 傍 位 置 に
光 源 を 供 給 す る た め の 基 板 や 、 ド ラ ム 部 ３ を 回 動 さ せ る た め の 基 板 及 び モ ー タ 等 と と も に
配 設 さ れ て い る 。 よ っ て 、 光 源 部 ３ ２ は 、 ド ラ ム 部 ３ と 一 体 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 空 気 配 管 ６ ０ は 、 例 え ば 円 環 状 を 有 し て 断 熱 材 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 図 ４ ， 図 ６ に 示
す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ に 対 し 一 端 で あ る ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ を 開 口 し て 上 面
板 ３ ｊ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 空 気 配 管 ６ ０ の 開 口 部 で あ る ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ の い ず
れ か 一 部 は 、 上 述 し た よ う に 、 常 時 、 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ に 気 密 に 装 着 さ
れ て い る 。 尚 、 ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ の 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ に 装 着 さ れ て な
い 部 位 は 、 シ ー ル 材 ９ ０ を 介 し て 装 置 本 体 ４ の 一 つ の 側 面 に 気 密 に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 空 気 配 管 ６ ０ の 他 端 で あ る 下 面 板 ３ ｋ 側 に 、 開 口 が 形 成 さ れ て お り 、 該 開 口 は 、 連 結 管
６ １ の 一 端 で あ る 連 結 開 口 部 ６ １ ａ に 気 密 に 装 着 さ れ て い る 。 よ っ て 、 連 結 開 口 部 ６ １ ａ
に お い て 、 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ か ら 送 気 さ れ た 空 気 Ａ が 漏 れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 連 結 管 ６ １ は 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 に 配 設 さ れ て お り 、 連 結 管 ６ １ の 他 端 ６ １ ｂ は 、 光 源
部 ３ ２ の 近 傍 で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ に 対 向 す る 位 置 に お い て 開 口 し て い る 。 尚 、 ド ラ ム 部
３ 内 に 、 さ ら に 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ に 対 向 す る 位 置 に お い て 開 口 し
、 ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ と 気 密 に 接 続 さ れ た 連 結 管 ６ １ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 下 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。 先 ず 、 例 え ば
ド ラ ム 部 ３ の 内 部 に 配 設 さ れ た 図 示 し な い 温 度 セ ン サ が 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 の 温 度 が
規 定 の 温 度 以 上 に な っ た こ と を 検 知 す る と 、 フ ァ ン １ ０ １ が 一 方 向 に 回 転 す る こ と に よ り
、 箱 体 ８ １ の 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ （ 図 ４ 参 照 ） か ら 、 図 １ に 示 す よ う に 、 空 気 Ａ が 箱 体 ８ １
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内 に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 箱 体 ８ １ 内 に 進 入 し た 空 気 Ａ は 、 装 置 本 体 ４ に 配 設 さ れ 、 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ に 装 着 さ れ
た 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 一 端 １ ０ ０ ａ か ら 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ に 進 入 す る 。 そ の 後 、 空 気
Ａ は 、 他 端 １ ０ ０ ｂ か ら 、 該 他 端 １ ０ ０ ｂ に 装 着 さ れ た ド ラ ム 部 ３ の ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ
を 介 し て 空 気 配 管 ６ ０ に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 空 気 配 管 ６ ０ に 進 入 し た 空 気 Ａ は 、 連 結 開 口 部 ６ １ ａ を 介 し て 連 結 管 ６ １ に 進 入 し 、 該
連 結 管 ６ １ の 他 端 ６ １ ｂ か ら 、 光 源 部 ３ ２ に 局 部 的 に 送 気 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源
部 ３ ２ 及 び 該 光 源 部 ３ ２ に よ り 熱 さ れ た ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 は 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 尚 、 こ の 際 、 連 結 管 ６ １ の 他 端 ６ １ ｂ は 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ に 対
向 す る 位 置 に 開 口 し て い る た め 、 ド ラ ム 部 ３ が 回 動 し た と し て も 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 の 影
響 を 受 け ず に 光 源 部 ３ ２ に 局 部 的 に 効 率 良 く 確 実 に 空 気 を 送 気 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 空 気 Ａ を 光 源 部 ３ ２ 等 の 発 熱 部 に 対 し て 効 率 よ く 導 く こ と が で き る た め 、
相 対 的 に フ ァ ン １ ０ ０ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 フ ァ ン の 小 型 化 を 可 能 と し た
分 、 収 納 ケ ー ス ８ の 箱 体 ８ １ を 小 型 化 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 内 視 鏡 装 置 １ 全 体 を 小
型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 フ ァ ン １ ０ １ の 小 型 化 を 可 能 と し た の で 、 フ ァ ン を 駆 動 さ せ る 電 力 を 、 大 型 フ
ァ ン よ り も 、 小 さ く す る こ と が で き 、 内 視 鏡 装 置 １ の 省 電 力 化 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら
に 、 フ ァ ン の 風 切 り 音 も 小 さ く な る た め 、 静 音 化 も 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 最 後 に 、 冷 却 さ れ た 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 フ ァ ン １ ０ １ に よ り ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ に 形 成
さ れ た ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ の 外 方 に 送 気 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 雰 囲 気
Ａ ’ は 、 フ ァ ン １ ０ １ に よ り 、 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ （ 図 ４ 参 照 ） か ら 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
箱 体 ８ １ の 外 方 に 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 ド ラ ム 部 ３ 内 に 配 設 さ れ た 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 小 型 の フ ァ ン に よ り 局 部
的 に 効 率 よ く 確 実 に 冷 却 さ せ る こ と が で き 、 省 電 力 か つ 装 置 の 小 型 化 、 静 音 化 を 図 っ た 内
視 鏡 装 置 １ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 尚 、 以 下 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 図 １ ０ を 用 い て 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 光
源 部 ３ ２ は 、 ド ラ ム 部 ３ の ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ の 近 傍 位 置 に 配 設 さ れ 、 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０
０ の フ ァ ン １ ０ １ に よ り 、 空 気 Ａ が 送 気 さ れ る こ と に よ り 冷 却 さ れ 、 該 冷 却 さ れ た 雰 囲 気
Ａ ’ は 、 ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ か ら ド ラ ム 部 ３ の 外 部 に 排 気 さ れ る と 示 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ に 限 ら ず 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ と 、
ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ と の 間 に フ ァ ン １ ０ ２ を 配 設 し 、 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の フ ァ ン １ ０ １
と フ ァ ン １ ０ ２ と を 同 時 に 同 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 よ り 効 果 的 に 効 率 よ く 、 光 源
部 ３ ２ を 冷 却 す る よ う に し て も 良 い と い う こ と は 云 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 第 ２ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 箱 体 の 内 部 に 配 設 さ れ た 部 材 の
構 成 を 示 す 箱 体 の 透 視 斜 視 図 、 図 １ ２ は 、 図 １ １ の 箱 体 の 正 面 図 、 図 １ ３ は 、 図 １ １ 中 の
ド ラ ム 部 の 内 部 の 構 成 を 装 置 本 体 と 共 に 示 す 透 視 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ の 構 成 は 、 上 記 図 １ 乃 至 図 １ ０ に 示 し た 内 視 鏡
装 置 １ と 比 し て 、 光 源 部 ３ ２ を ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 し 、 そ れ に 併 せ て 、 冷
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却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ と 上 面 板 ３ ｊ の ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ と の 装 着 部 、 及 び 空
気 配 管 ６ ０ を 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 し た 点 の み が 異 な る 。 よ っ て 、 こ の 相
違 点 の み を 説 明 し 、 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す
る 。 ま た 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 発 熱 部 は 、 光 源 部 ３ ２ を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ の ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ の 回 動 中 心
３ ｓ 上 の 位 置 に 、 箱 体 ８ １ の 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ か ら 吸 入 し た 空 気 Ａ を ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３
ｉ に 吸 入 す る 貫 通 孔 で あ る ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ が 回 動 軸 ３ １ 内 部 に 形 成 さ れ て い る 。 尚
、 該 ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 後 述 す る 空 気 配 管 １ ６
０ の 一 端 の 上 面 板 ３ ｊ 側 の 開 口 部 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 下 面 板 ３ ｋ の ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 後 述 す る 光 源 部 ３ ２ 、 及 び 箱
体 ８ １ の 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ に 対 向 す る 位 置 で あ っ て 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 の 位 置
に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 Ａ ’ を 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 部 に 排 出 す る 貫 通 孔 で あ る ド
ラ ム 排 気 孔 ３ ０ ｋ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 ド ラ ム 排 気 孔 ３ ０ ｋ ｈ は 、 後 述 す る 図 １ ２ に
示 す が 、 箱 体 ８ １ の 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ に 気 密 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 装 置 本 体 ４ に 配 設 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３
ｊ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 形 成 さ れ た ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ に 気 密 に 装 着 さ れ て い る 。 尚 、 冷
却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ と ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ と は 、 該 ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ
が ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ に 配 設 さ れ て い る こ と か ら ド ラ ム 部 ３ が 回 動 し て も 常 時 気 密
を 保 っ た 装 着 状 態 と な っ て い る 。 こ の た め 、 他 端 １ ０ ０ ｂ と ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ と の 装
着 部 か ら 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ か ら 送 気 さ れ た 空 気 Ａ が 漏 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ と 装 置 本 体 ４ の 一 つ の 側 面 と の 間 で あ っ て 、 回 動 軸 ３ １ の 外 周
に 、 図 １ ２ に 示 す よ う に シ ー ル 材 １ ９ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 シ ー ル 材 １ ９ ０ は 、 ド ラ ム 部
３ の 回 動 に よ っ て 発 生 す る 該 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 ゆ が み に よ り 、 上 面 板 ３ ｊ に 形 成 さ れ た ド
ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ と 装 置 本 体 ４ に 配 設 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ と の 装
着 部 か ら 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ か ら 送 気 さ れ た 空 気 Ａ が 漏 れ る の を 防 止 す る た め の も の で あ
り 、 ゴ ム 等 の 弾 性 体 を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に 、 ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ と 箱 体 ８ １ に 配 設 さ れ た ド ラ ム 巻 取 り 蓋 ４ ０ と の 間 で
あ っ て 、 回 動 中 心 ３ ｓ の 位 置 に も 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 材 １ ９ ０ が 配 設 さ れ て い
る 。 シ ー ル 材 １ ９ ０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 に よ っ て 発 生 す る 該 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 ゆ が み に
よ り 、 下 面 板 ３ ｋ に 形 成 さ れ た ド ラ ム 排 気 孔 ３ ０ ｋ ｈ と 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ と の 間 か ら 雰 囲
気 Ａ ’ が 漏 れ る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 発 熱 部 ３ ２ 、 空 気 の 通 気 路 と な る 配 管 部 で あ る 空 気 配 管 １ ６
０ 、 ド ラ ム 部 ３ を 回 動 さ せ る た め の モ ー タ 、 図 示 し な い 電 気 基 板 等 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 光 源 部 ３ ２ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 で あ っ て 、 下 面 板
３ ｋ に 形 成 さ れ た ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ に 対 向 す る ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ の 近 傍 位 置 に 、 光 源
を 供 給 す る た め の 基 板 や 、 ド ラ ム 部 ３ を 回 動 さ せ る た め の 基 板 及 び モ ー タ 等 と と も に 配 設
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 空 気 配 管 １ ６ ０ は 、 例 え ば 断 熱 材 で 構 成 さ れ て お り 、 図 １ １ ， 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 空
気 配 管 １ ６ ０ の 開 口 部 で あ る ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ は 、 回 動 中 心 ３ ｓ に お い て 、 常 時 、 冷
却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 端 １ ０ ０ ｂ に 気 密 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 空 気 配 管 １ ６ ０ の 下 面 板 ３ ｋ 側 に 、 他 端 で あ る 開 口 １ ６ ０ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 該 開 口
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１ ６ ０ ｂ は 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍 で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ に 対 向 す る よ う 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 下 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ の 作 用 を 説 明 す る 。 先 ず 、
例 え ば ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 図 示 し な い 温 度 セ ン サ が 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲
気 の 温 度 が 規 定 の 温 度 以 上 に な っ た こ と を 検 知 す る と 、 フ ァ ン １ ０ １ が 一 方 向 に 回 転 す る
こ と に よ り 、 箱 体 ８ １ の 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ （ 図 １ １ 参 照 ） か ら 、 空 気 Ａ が 箱 体 ８ １ 内 に 進
入 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 箱 体 ８ １ 内 に 進 入 し た 空 気 Ａ は 、 装 置 本 体 ４ に 配 設 さ れ 、 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ に 装 着 さ れ
た 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 一 端 １ ０ ０ ａ か ら 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ に 進 入 す る 。 そ の 後 、 空 気
Ａ は 、 他 端 １ ０ ０ ｂ か ら 、 該 他 端 １ ０ ０ ｂ に 装 着 さ れ た ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ に 位 置
す る ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ０ ｊ ｈ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ た 空 気 配 管 １
６ ０ に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 空 気 配 管 １ ６ ０ に 進 入 し た 空 気 Ａ は 、 開 口 １ ６ ０ ｂ か ら 、 光 源 部 ３ ２ に 局 部 的 に 送 気 さ
れ る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ 及 び 該 光 源 部 ３ ２ に よ り 熱 さ れ た ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲
気 は 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 尚 、 こ の 際 、 光 源 部 ３ ２ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ て い る こ と か ら 、
ド ラ ム 部 ３ が 回 動 し て も 、 光 源 部 ３ ２ は 回 動 し な い 。 よ っ て 、 ド ラ ム 部 ３ 内 に お い て 空 気
の 循 環 が 起 こ ら な い 。 即 ち ド ラ ム 部 内 で 熱 の 分 散 が 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 空 気 配 管 １ ６ ０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ 、 光 源 部 ３ ２ の 近 傍
で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ に 対 向 す る 位 置 に 開 口 １ ６ ０ ｂ を 有 し て い る た め 、 フ ァ ン １ ０ １ は
、 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ た 光 源 部 ３ ２ に 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 の 影 響 を 受 け ず に 局 部 的
に よ り 効 率 良 く 確 実 に 空 気 を 送 気 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 及
び ド ラ ム 部 ３ 内 の 雰 囲 気 は 、 よ り 確 実 に 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 最 後 に 、 冷 却 さ れ た 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 フ ァ ン １ ０ １ に よ り ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ の 回 動
中 心 ３ ｓ 上 に 形 成 さ れ た ド ラ ム 排 気 孔 ３ ０ ｋ ｈ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ の 外 方 に 送 気 さ れ る 。
さ ら に 、 こ の 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 フ ァ ン １ ０ １ に よ り 、 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ か ら 、 箱 体 ８ １ の 外
方 に 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 ド ラ ム 部 ３ 内 の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ た 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 小 型 の
フ ァ ン に よ り 局 部 的 に 効 率 よ く 確 実 に 冷 却 さ せ る こ と が で き 、 省 電 力 か つ 装 置 の 小 型 化 、
静 音 化 を 図 っ た 内 視 鏡 装 置 ２ ０ １ を 提 供 す る こ と が で き る 。 そ の 他 作 用 効 果 に つ い て は 、
上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 尚 、 以 下 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 図 １ ４ を 用 い て 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 光
源 部 ３ ２ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 回 動 中 心 ３ ｓ 上 で あ っ て ド ラ ム 排 気 孔 ３ ０ ｋ ｈ の 近 傍 位 置 に 配
設 さ れ 、 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の フ ァ ン １ ０ １ に よ り 、 空 気 Ａ が 送 気 さ れ る こ と に よ り 冷 却
さ れ 、 該 冷 却 さ れ た 雰 囲 気 Ａ ’ は 、 ド ラ ム 排 気 孔 ３ ０ ｋ ｈ か ら ド ラ ム 部 ３ の 外 部 に 排 気 さ
れ る と 示 し た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ れ に 限 ら ず 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ で あ っ て 、 光 源 部 ３ ２ と 、
ド ラ ム 排 気 孔 ３ ０ ｋ ｈ と の 間 に フ ァ ン １ ０ ２ を 配 設 し 、 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の フ ァ ン １ ０
１ と フ ァ ン １ ０ ２ と を 同 時 に 同 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 よ り 効 果 的 に 効 率 よ く 、 光
源 部 ３ ２ を 冷 却 す る よ う に し て も 良 い と い う こ と は 云 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 下 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す 。 上 述 し た 第 １ 実 施

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-23509 A 2006.1.26



の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て は 、 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ 及 び ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ ， ３ ０
ｊ ｈ は 、 箱 体 ８ １ の 内 部 並 び に ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷 却 す る た め
の 空 気 Ａ を 吸 気 す る た め の も の で あ り 、 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ 及 び ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ ， ３ ０
ｋ ｈ は 、 箱 体 ８ １ の 内 部 並 び に ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る た め の も の
で あ る と 示 し た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ に 限 ら ず 、 フ ァ ン １ ０ １ を 、 上 述 し た 一 の 方 向 と 反 対 の 他 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と
に よ り 、 箱 体 排 気 孔 ８ １ ｈ 及 び ド ラ ム 排 気 孔 ３ ｋ ｈ ， ３ ０ ｋ ｈ か ら 箱 体 ８ １ の 内 部 並 び に
ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 光 源 部 ３ ２ の 熱 を 冷 却 す る た め の 空 気 Ａ を 吸 気 し 、 箱 体 吸 気 孔
８ １ ｅ 及 び ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ ， ３ ０ ｊ ｈ か ら 箱 体 ８ １ の 内 部 並 び に ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３
ｉ の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る よ う に し て も 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 と
同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す と 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い
て は 、 箱 体 ８ １ の 底 面 に 、 箱 体 ８ １ 内 に 配 設 さ れ た ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 空 気 Ａ を 吸
入 す る 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ が 形 成 さ れ て い る と 示 し た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ れ に 限 ら ず 、 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ は 、 箱 体 ８ １ の ど の 面 に 形 成 し て も よ く 、 こ の 場 合 、
箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ の 位 置 に 応 じ て 、 装 置 本 体 ４ に 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ を 配 設 す れ ば よ い 。
ま た 、 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ 及 び 冷 却 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 複 数 形 成 し て も よ い 。 さ ら に 、 冷 却
ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 箱 体 ８ １ 内 で あ れ ば 、 装 置 本 体 ４ で な く と も 、 何 処 に 配 設 し て も 構 わ
な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 次 い で 、 別 の 変 形 例 を 示 す と 、 フ ァ ン １ ０ １ は 、 装 置 本 体 ４ に 配 設 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ ト
１ ０ ０ に 配 設 さ れ る と 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 ド ラ ム 部 ３ の 上 面 板 ３ ｊ に 形 成 さ れ た ド
ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ ， ３ ０ ｊ ｈ に 配 設 し て も 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 と
同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 別 の 変 形 例 を 図 １ ５ に 示 す 。 フ ァ ン １ ０ １ を 上 述 し た 一 の 方 向 と 反 対 の 他 の 方 向
に 回 転 さ せ な け れ ば 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 空 気 配 管 ６ ０ ， １ ６ ０ の 内 部 に フ ィ ン ６ ０ ｆ
， １ ６ ０ ｆ を 複 数 設 け て も よ い 。 フ ィ ン ６ ０ ｆ ， １ ６ ０ ｆ を 設 け る こ と に よ り 、 空 気 配 管
６ ０ ， １ ６ ０ 内 に お け る 空 気 Ａ の 逆 流 を 防 ぐ こ と が で き 、 効 率 良 く 発 熱 部 ３ ２ に 空 気 Ａ を
局 部 的 に 送 気 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 さ ら に 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す 。 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い
て は 、 冷 却 手 段 に よ り 冷 却 さ れ る 発 熱 部 は 、 光 源 部 ３ ２ を 例 に 挙 げ て 示 し た が 、 Ｃ Ｃ Ｕ ３
３ で も 良 く 、 さ ら に 、 ド ラ ム 部 内 に 配 設 さ れ 、 電 源 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 発 熱 す る も の
で あ れ ば 、 あ ら ゆ る 電 気 部 品 で も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す 。 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て
は 、 光 源 部 を １ 個 冷 却 す る 例 を 示 し た が 、 ド ラ ム 部 内 に 配 設 さ れ て い る 全 て の 発 熱 部 に 適
用 で き る と い う こ と は 勿 論 で あ る 。 即 ち 、 光 源 部 ３ ２ ， Ｃ Ｃ Ｕ ３ ３ 及 び 他 の 電 気 部 品 を 同
時 に 空 気 配 管 ６ ０ 、 連 結 管 ６ １ を 用 い て 局 部 的 に 冷 却 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 い で 別 の 変 形 例 を 図 １ ６ を 用 い て 説 明 す る 。 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の
形 態 に お い て は 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た 光 源 部 ３ ２ 及 び ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３
ｉ の 雰 囲 気 を 冷 却 す る た め に 、 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ か ら 箱 体 内 に 空 気 Ａ を 導 き 、 箱 体 排 気 孔
８ １ ｈ か ら 箱 体 ８ １ 内 の 雰 囲 気 Ａ ’ を 排 出 す る 構 成 と し た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ れ に 限 ら ず 、 箱 体 ８ １ 内 へ の 空 気 Ａ 及 び 雰 囲 気 Ａ ’ の 吸 排 気 を １ つ の 孔 か ら 行 っ て も
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良 い 。 図 １ ６ は 、 １ つ の 吸 排 気 孔 に よ り 箱 体 内 の 雰 囲 気 の 吸 排 気 を 行 う 変 形 例 を 示 す 内 視
鏡 装 置 の 箱 体 の 内 部 に 配 設 さ れ た 部 材 の 構 成 を 示 す 箱 体 の 透 視 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ と 箱 体 ８ １ に 配 設 さ れ た ド ラ ム 巻 取 り 蓋
４ ０ と の 間 で あ っ て 、 回 動 中 心 ３ ｓ 上 の 位 置 に 、 膨 張 収 縮 自 在 な バ ル ー ン 状 の 膨 張 収 縮 部
（ 以 下 、 バ ル ー ン と 称 す ） ３ ９ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 尚 、 そ の 他 の 構 成 は 、 上 述 し た 第 ２
実 施 の 形 態 に お い て 図 １ １ に お い て 説 明 し た 構 成 と 略 同 一 で あ る た め 、 そ の 説 明 は 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 箱 体 ８ １ の 外 部
か ら 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ を 介 し て 空 気 Ａ を 吸 気 す る 場 合 は 、 フ ァ ン １ ０ １ が 一 方 向 に 回 転 す
る こ と に よ り 、 バ ル ー ン ３ ９ ０ が 膨 張 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 フ ァ ン １ ０ １ の 回 転 及 び バ ル ー ン ３ ９ ０ の 膨 張 に よ り 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 光 源
部 ３ ２ 及 び 該 光 源 部 ３ ２ に よ り 熱 さ れ た ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 を 冷 却 す る 空 気 Ａ
が 箱 体 ８ １ の 外 部 か ら 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ を 介 し て ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 吸 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 一 方 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ か ら 、 送 気 さ れ た 空 気 Ａ に よ り 冷 却 さ れ た 光 源 部 ３ ２ 及 び
該 光 源 部 ３ ２ に よ り 熱 さ れ た ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 雰 囲 気 Ａ ’ を 、 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ を
介 し て 箱 体 ８ １ の 外 部 に 排 気 す る 場 合 は 、 フ ァ ン １ ０ １ を 一 の 方 向 と は 反 対 の 他 の 方 向 に
回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の こ と に よ り バ ル ー ン ３ ９ ０ は 収 縮 す る 。 よ っ て 、 フ ァ ン １ ０ １ の 回 転 及 び バ ル ー ン
３ ９ ０ の 収 縮 に よ り 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ か ら 、 光 源 部 ３ ２ 及 び ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ
の 雰 囲 気 Ａ ’ は 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ を 介 し て 箱 体 ８ １ の 外 部 に 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 よ っ て 、 フ ァ ン １ ０ １ の 順 回 転 、 逆 回 転 、 及 び バ ル ー ン の 膨 張 、 収 縮 を 繰 り 返 す こ と に
よ り 、 １ つ の 箱 体 吸 気 孔 ８ １ ｅ の み に よ り 、 箱 体 ８ １ 内 へ の 空 気 Ａ 及 び 雰 囲 気 Ａ ’ の 吸 排
気 を 行 う こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り 、 ド ラ ム 部 ３ に 形 成 さ れ る 貫 通 孔 は １ 箇 所 の み と
な る た め 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 箱 体 ８ １ の 外 部 か ら 雨 風 等 が 進 入 す る の を よ り 効 果 的
に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 尚 、 バ ル ー ン ３ ９ ０ は 、 ド ラ ム 部 ３ の 下 面 板 ３ ｋ と 箱 体 ８ １ に 配 設 さ れ た ド ラ ム 巻 取 り
蓋 ４ ０ と の 間 に 配 設 さ れ る と 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 上 面 板 ３ ｊ と 装 置 本 体 ４ と の 間 の
空 気 の 通 気 路 に 配 設 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 バ ル ー ン ３ ９ ０ は 、 回 動 中 心 ３ ｓ 上 に 配 設 さ れ る と 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 上
述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 の 図 ４ に 示 し た よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 外 周 面 ３ ａ 寄 り に 配 設 し て も
良 い 。 さ ら に 、 膨 張 収 縮 部 は 、 バ ル ー ン に 限 ら ず 、 例 え ば ピ ス ト ン の よ う な も の で あ っ て
も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 い で 他 の 変 形 例 を 図 １ ７ を 用 い て 示 す 。 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態
に お い て は 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ の 空 気 に 通 気 路 は 、 空 気 配 管 ６ ０ 、 連 結 管 ６ １ を 例 に
挙 げ て 示 し た 。 こ れ に 限 ら ず 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 配 設 さ れ た
、 光 源 を 供 給 す る た め の 基 板 や 、 ド ラ ム 部 ３ を 回 動 さ せ る た め の 基 板 及 び モ ー タ 等 の 内 蔵
物 の 配 置 に よ り ド ラ ム 吸 気 孔 ３ ｊ ｈ か ら 光 源 部 ３ ２ ま で の 空 気 の 通 気 路 を 形 成 し て も 良 い
。 尚 こ の 際 、 ド ラ ム 部 ３ の 内 部 ３ ｉ に 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 連 結 管 ６ １ の 連 結 開 口 部 ６
１ ａ へ 至 る 空 気 Ａ の 通 り 道 に 空 気 Ａ を ガ イ ド す る 壁 部 ４ ０ ０ を 設 け る こ と で 、 よ り 効 率 良
く 空 気 Ａ を 連 結 管 ６ １ の 連 結 開 口 部 ６ １ ａ に 案 内 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
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　 ［ 付 記 ］
　 以 上 詳 述 し た 如 く 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き る 。
即 ち 、
　 （ １ ） 柔 軟 で あ っ て 細 長 な 内 視 鏡 挿 入 部 を 外 周 面 に 巻 取 り ま た は 外 周 面 か ら 繰 り 出 し で
き る 回 動 自 在 な ド ラ ム 部 が 配 設 さ れ た 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 ド ラ ム 部 は 複 数 の 外 壁 部 に よ り 内 部 に 空 間 を 有 す る よ う 構 成 さ れ 、 該 ド ラ ム 部 の 外
壁 部 に 該 ド ラ ム 部 の 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 貫 通 孔 が 少 な く と も １ つ 形 成 さ れ て お り 、
　 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 発 熱 部 が 配 設 さ れ て お り 、
　 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 、 上 記 発 熱 部 と 、 上 記 貫 通 孔 と を 連 通 す る 空 気 の 通 気 路 が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 （ ２ ） 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 内 視 鏡 の 光 源 部 と 、 上 記 内 視 鏡 に 配 設 さ れ た カ メ ラ の コ ン ト
ロ ー ル ユ ニ ッ ト と の 少 な く と も 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 （ ３ ） 上 記 発 熱 部 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 回 動 中 心 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記
１ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 （ ４ ） 上 記 空 気 の 通 気 路 は 、 管 状 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～
３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 （ ５ ） 上 記 空 気 の 通 気 路 は 、 上 記 発 熱 部 に 局 部 的 に 空 気 を 送 気 す る 配 管 部 に よ り 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 （ ６ ） 上 記 空 気 の 通 気 路 は 、 一 端 が 上 記 貫 通 孔 に お い て 開 口 さ れ た 環 状 の 配 管 部 と 、 一
端 が 上 記 環 状 の 配 管 部 の 他 端 に 装 着 さ れ 、 他 端 が 上 記 発 熱 部 近 傍 に お い て 開 口 さ れ 該 発 熱
部 に 局 部 的 に 空 気 を 送 気 す る 連 結 部 と に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ４
の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 （ ７ ） 上 記 空 気 の 通 気 路 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 配 設 さ れ た 内 蔵 物 の 配 置 に よ り 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 （ ８ ） 上 記 空 気 の 通 気 路 に 逆 流 を 防 止 す る フ ィ ン が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付
記 ４ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 （ ９ ） 上 記 貫 通 孔 は 、 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 に 該 ド ラ ム 部 の 外 部 か ら 空 気 を 吸 気 す る 吸 気
孔 と 、 上 記 発 熱 部 の 熱 及 び 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 の 雰 囲 気 を 該 ド ラ ム 部 の 外 部 に 排 気 す る 排
気 孔 と の 、 少 な く と も い ず れ か 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載
の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 （ １ ０ ） 上 記 吸 気 孔 に 装 着 さ れ 、 上 記 発 熱 部 を 冷 却 す る フ ァ ン が 配 設 さ れ た 冷 却 ユ ニ ッ
ト が 、 上 記 ド ラ ム 部 の 外 部 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ ９ の い ず れ か に 記
載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 （ １ １ ） 上 記 ド ラ ム 部 の 上 記 吸 気 孔 の 近 傍 に 、 上 記 発 熱 部 を 冷 却 す る フ ァ ン が 配 設 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 （ １ ２ ） 上 記 排 気 孔 の 近 傍 に 、 上 記 発 熱 部 の 熱 及 び 上 記 ド ラ ム 部 の 内 部 の 雰 囲 気 を 上 記
ド ラ ム 部 の 外 部 に 排 出 す る フ ァ ン が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ～ １ １ の い ず
れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ １ ０ １ 】
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　 （ １ ３ ） ド ラ ム 部 に 膨 張 収 縮 部 材 が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ９ ～ １ １ の い
ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 一 部 を 破 い て 示 し た 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ ， 図 ２ 中 の ド ラ ム 部 を 装 置 本 体 側 か ら 見 た 部 分 正 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ 中 の 箱 体 の 内 部 に 配 設 さ れ た 部 材 の 構 成 を 示 す 箱 体 の 透 視 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 箱 体 の 正 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ４ 中 の ド ラ ム 部 の 内 部 の 構 成 を 装 置 本 体 と 共 に 示 す 透 視 正 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ４ 中 の ド ラ ム 部 と 装 置 本 体 と の 接 続 例 を 示 し た 断 面 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 部 分 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 ド ラ ム 部 と 装 置 本 体 と の 他 の 接 続 例 を 示 し た 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ４ 中 の ド ラ ム 部 の 内 部 の 構 成 の 変 形 例 を 装 置 本 体 と 共 に 示 す 透 視 正 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 箱 体 の 内 部 に 配 設 さ れ た 部 材 の 構
成 を 示 す 箱 体 の 透 視 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ 中 の 箱 体 の 正 面 図 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ 中 の ド ラ ム 部 の 内 部 の 構 成 を 装 置 本 体 と 共 に 示 す 透 視 正 面 図 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ 中 の ド ラ ム 部 の 内 部 の 構 成 の 変 形 例 を 装 置 本 体 と 共 に 示 す 透 視 正 面 図 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ， 図 １ １ 中 の ド ラ ム 部 の 空 気 配 管 の 内 部 に フ ィ ン を 設 け た 変 形 例 を 示 す ド
ラ ム 部 を 装 置 本 体 側 か ら 見 た 部 分 正 面 図 。
【 図 １ ６ 】 図 ４ ， 図 １ １ の 内 視 鏡 装 置 の 箱 体 の 内 部 に 配 設 さ れ た 部 材 の 構 成 の 変 形 例 を 示
す 箱 体 の 透 視 斜 視 図 。
【 図 １ ７ 】 空 気 の 通 気 路 を 図 ４ ， 図 １ １ 中 の ド ラ ム 部 の 内 蔵 物 で 構 成 し た 変 形 例 を 示 す ド
ラ ム 部 の 透 視 正 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 １ … 内 視 鏡 装 置
　 ３ … ド ラ ム 部
　 ３ ａ … ド ラ ム 外 周 面
　 ３ ｊ … 上 面 板
　 ３ ｊ ｈ … ド ラ ム 吸 気 孔
　 ３ ｋ … 下 面 板
　 ３ ｋ ｈ … ド ラ ム 排 気 孔
　 ３ ｓ … ド ラ ム 部 の 回 動 中 心
　 ２ １ … 内 視 鏡 挿 入 部
　 ３ ０ ｊ ｈ … ド ラ ム 吸 気 孔
　 ３ ０ ｋ ｈ … ド ラ ム 排 気 孔
　 ３ ２ … 光 源 部
　 ６ ０ … 空 気 配 管
　 ６ １ … 連 結 管
　 ６ １ ａ … 開 口
　 ６ １ ｂ … 開 口
　 １ ０ ０ … 冷 却 ユ ニ ッ ト
　 １ ０ １ … フ ァ ン
　 １ ０ ２ … フ ァ ン
　 １ ６ ０ … 空 気 配 管
　 ２ ０ １ … 内 視 鏡 装 置
　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种内窥镜装置，其能够有效且可靠地冷却布置在
滚筒中的发热部件，并允许装置的小型化和静音。解决方案：在内窥镜
装置1中，布置有能够将柔软细长的内窥镜插入部分21缠绕到外周表面3a
上或者从外周表面3a供应的可旋转的鼓部分3。其中，鼓部3构成为在其
中形成具有多个外壁部分的空间3i，在外部形成连通鼓部的内部和外部的
至少一个通孔3jh，3kh。鼓部的壁部3j，3k，发热部32配置在鼓3的内部
3i上，与发热部32和通孔3jh，3jk连通的空气通路60,61设置在内部鼓部
分3的第3i部分
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